
 

平成28年度 二宮高等学校評価 

 視点 
４年間の目標 

（平成28年度策定） 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 

（３月10日実施） 

総合評価（３月28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①生徒の多様な

ニーズに応え

る教育課程を

編成する。 

②生徒の学習意

欲や探究心の

向上を図り、

基礎学力の定

着と思考力・

判断力・表現

力を養う授業

の改善に取り

組む。 

 

①現行の教育課

程の課題を整

理して、新た

な教育課程を

編成する。 

②思考力 ･判断

力・表現力を

養う授業研究

をおこなう。 

①生徒の進路状況や他校

の教育課程を参考としな

がら、各教科で現行の教

育課程の課題を整理・集

約して、教育課程を編成

する。 

②アクティブラーニング

の視点をもった授業の研

修を実施する。 

①課題の整理を的確

におこない、新たな

教育課程が編成でき

たか。 

②事後アンケートに

より、教員の意識が

高まる研修会が実施

できたか。 

①系選択に関係す
る課題を解消し、
生徒の適性や能
力、進路希望に応
じた新たな教育課
程が編成できた。 
②アクティブラー
ニングに関する研
修を実施し、約７
割の職員が参加
し、参考になっ
た、理解が深まっ
た等、肯定的な感
想が過半数であっ
た。 

①教育課程変更を周知
するとともに、学校案
内や要録、調査書等の
改訂を確実に行わなけ
ればならない。 
②研修を踏まえ、授業
への言語活動の取り入
れ方の工夫や確かな学
力の定着を図るための
教材・教具の研究等、
生徒の学習意欲を引き
出すための授業改善を
すすめていきたい。 

①生徒の進路希望には
多様なニーズがあるの
で、それらに応じられ
るような教育課程の編
成をしてほしい。 
②校内における授業研
修では、多くの参加が
あり、授業を工夫する
きっかけとなったよう
なので今後も授業の工
夫を続け、本校の生徒
にあった授業展開をし
てほしい。 

①平成 30年度の教育課
程について校内で検討
し、系選択について課
題を解消することがで
きた。        
②アクティブラーニン
グに関する研修につい
ては、教員への意識付
けという点では成果が
あった。今後もこうし
た研修を続けていく必
要がある。 

・校内研修を継続して
進め、生徒が思考力・
判断力・表現力を養う
ことができる方法を各
教科・科目で追及して
いく。 
 

２ 生徒指導・支援 

①基本的な生活

習慣の確立と教

育相談体制の充

実を図る。 

②生徒の主体的

な 活 動 を 支 援

し、部活動の活

性化を図る。 

①服装頭髪・遅

刻・ルールや

マナーの遵守

等をきめ細か

く行う指導す

る 体 制 を 作

る。 

②加入率を上昇

させる取組を

行う。 

 

①指導体制の共通認識を

図り、きめ細かく指導す

る。 

②部活動紹介等の勧誘活

動の充実を図る。 

①昨年度に比較し

て、再登校指導者

数・遅刻者数・交通

ルール違反者数が減

少したか。 

②部活動加入率が

60％以上になった

か。 

①毎月の交通安全
指導や服装・頭
髪・駐輪指導の実
施により、再登校
指導・交通ルール
違反者の数は減少
している。 
②1年男子の加入
率 は お お む ね
60％を達成した
が、１年女子の加
入率は約 40％に
留まった。 

①自転車・バス等の乗
車マナーについて苦情
が寄せられ、身だしな
み指導も継続中であ
る。指導体制の更なる
見直しと全体での共通
認識を確立していきた
い。 
②女子の加入率を上昇
させる取組を検討し、
実施する。 

①自転車・バス等の乗
車マナーについては、
少しずつ改善がみられ
た。 
②各部活動の活動につ
いては、報道結果一覧
により活躍している部
活動の様子がよくわか
る。また、通学路がき
れいになっているの
は、部活動で清掃をし
ていることがわかっ
た。今後も継続してほ
しい。 

①交通安全指導、服
装・頭髪指導をしてき
た結果、改善がみられ
ているが、さらなる継
続的な指導が必要であ
る。 
②女子の部活動加入率
を高め、当初の部活動
加入率 60％達成に努め
る。 

・交通安全指導に関し
ては、にのみやアクテ
ィブクラブとの協力体
制を継続し、交通事故
防止に継続的に取り組
む。 
・二宮町安全安心まち
づくり旬間に合わせ
て、本校も協力体制を
整える。 
・部活動安全対策支援
事業により生徒の安全
対策を図る。 

３ 進路指導・支援 

① キ ャ リ ア 教

育・シチズン

シップ教育の

充実を図る。 

②個々の進路希

望実現をきめ

細かく支援す

る。 

 

①地域と連携し

たシチズンシ

ップ教育を実

施する。 

②面接指導の充

実を図る。 

 

①二宮町選挙管理委員会

と連携した政治参加教

育を実施する。 

②面接指導に積極的に取

り組む指導をおこな

う。 

①事後アンケートに

より、政治参加教育

の理解度が高まった

か。 

②面接指導に積極的

に取り組んだ生徒数

が増えたか。 

①7月、3年生対
象に行った模擬投
票は 30％の投票
率がみられた。ま
た、投票所となっ
た南 3B教室は見
学者多数であっ
た。 
②夏期80名、2学
期は全職員対応し
100名の面接指導
ができた。 
 

①事前の案内や教室掲
示により政治参加を促
したが、家庭のバック
アップ等を更に得て
徐々に参加意識への理
解を高めたい。 
②担当者により複数回
指導を頂き生徒は真剣
みを増していった。特
にＡＯは小論、プレゼ
ン、学力の充実を図り
たい。 

①二宮町との協力で、
18歳選挙について取組
めたことはよかった。 
②３年生で進学準備を
する生徒が昨年度とほ
ぼ同様の人数というこ
とだが、少しでも進路
先が決定するよう継続
して努力してほしい。 

①生徒の政治参加意識
が高まってきている。
特に二宮町選挙管理委
員会と協力した取り組
みは成果を上げてい
る。 
②校外模擬試験をとお
して、全国レベルでの
自分の学力を知る機会
となった。 

・授業や総合的な学習
の時間を利用して、全
校生徒への政治参加意
識を高めていく。 
・保護者対象進路ガイ
ダンスを通じて生徒・
保護者・学校が一体と
なった進路に関するス
キルの向上をめざす。 

４ 地域等との協働 

○ 地 域 と の 連

携・協働の充

実を図り、信

頼される学校

づくりを推進

する。 

 

○ボランティア

活動の積極的参

加を奨励する取

組を行う。 

○ボランティア活動の参

加機会を増やし、ボラン

ティア活動紹介コーナー

の充実を図る。 

○昨年度に比較し

て、活動機会と参加

者が増加したか。 

○海岸清掃やなの
はなボランティア
など、二宮町内で
実施される活動へ
の参加者が増加し
た。 

○二宮町、二宮町社協
等との 
連携を深め、さらに二
宮町でのボランティア
への参加機会を増やし
ていく。 

○二宮町と協力した菜
の花祭りは高校生の意
見が聞けたり、高校生
ボランティアの参加が
あって素晴らしかっ
た。 

○校外でボランティア
に参加する生徒が少し
ずつ増加していて、地
域からも評価されてい
る。 

コミュニティスクール
に指定されたこともあ
り、来年度から組織を
発足させ、地域や職員
の協働意識を高めてい
く。 



 

５ 
学校管理 
学校運営 

①事故・不祥事

防止を徹底す

るとともに、

教職員の実践

的指導力を一

層 向 上 さ せ

る。 

②防災教育と安

全安心な学校

づくりを推進

する。 

①成績処理を確

実に遂行できる

体制を作る。 

②二宮町と連携

し た 防 災 教 育

（ＤＩＧ）を実

施する。 

①入力から点検までの業

務の注意事項を整理し、

研修会を通じて一人ひと

りの意識とスキルの向上

を図る。 

②二宮町防災課と連携

し、保護者・生徒・教員

が参加するＤＩＧを開催

する。 

①入力ミス等による

修正件数が前年度に

比較して 50％にな

ったか。 

②事後アンケートに

より、防災に関する

意識や知識が高まっ

たか。 

①研修会等を通じ
て、一人ひとりの
意識とスキルの向
上はうかがえたも
のの、修正件数は
前年度比約 15％
にとどまった。 
②防災避難訓練を
実施し地区別集合
などを確認した。
ＤＩＧには保護者
約 30名が参加し
た。町の防災訓練
では校内案内を実
施した。 

①訂正の内容・理由を
的確に分析し、要注意
事項を整理するととも
に、その実数をもとに
実施する会議・研修会
等を通じて、より一層
の一人ひとりの意識や
点検スキルの向上を図
る。 
②防災意識のさらなる
向上をはかる。ＤＩＧ
を継続的に実施し、参
加者について対象生徒
の拡大や地域住民の参
加などを検討してい
く。 

①今後も継続して、事
故防止と不祥事防止に
努めてほしい。 
②ＰＴＡが参加したＤ
ＩＧは良かったので、
今後も継続してほし
い。            

①時期に合わせた事故
防止の呼びかけを行
い、職員の意識付けを
行いミスが減少してい
る。 
②ＤＩＧは定着してき
ている。今後は参加者
の確保を考えていきた
い。 
 

・成績の入力について
は、今後も研修や二重
チェック態勢で確実に
減らしていく。 
・入試に関しては新し
い制度になったため、
さらなる採点の際の改
善策を検討する。 
・本校が避難所になっ
ている関係から、二宮
町との協力体制を整
え、地域住民との協力
体制を整えていく。 


